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報告 内容報告の内容

調査の概要

カナダの現在の事情カナダの現在の事情

木質ペレット産業の現状と展望

バイオオイルの現状と展望

地域熱供給システムについて地域熱供給システムについて

その他：家庭用ボイラー等

カナダにおける中小企業を取り巻く環境に いてカナダにおける中小企業を取り巻く環境について

まとめ
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前 調査 的
〈平成19年３月19日開催カナダバイオマスシンポジウム〉

前回の調査の目的

ＬＬ事業につながるテーマと
して環境ビジネス（木質バイ
オマスの活用）の可能性

2007年1～2月に先行調査2007年1 2月に先行調査
テーマ１：草本系バイオマス

テーマ2：バイオマスについての社
会システム
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資料：平成19年４月７日 日刊木材新聞



調査 的 事業とは調査の目的：LL事業とは

LL事業＝Local to Local産業交流事業

日本の地域・団体と海外の地域・団体が単日本の地域・団体と海外の地域・団体が単
なる国際交流ではなく、双方にビジネス上
のメリ トが生じるような経済交流のメリットが生じるような経済交流

両国で新たな産業・ベンチャービジネス創出

両国で共通する問題克服 等

日本・海外地域ともWIN WINの関係創出日本・海外地域ともWIN-WINの関係創出
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今 調査 的今回の調査の目的

今回

バイオオイルの現状バイオオイルの現状

世界の木質ペレット供給国カナダの現状

地域熱供給システムの現状 等地域熱供給システムの現状 等
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調査の概要調査の概要

日本
バンクーバー

プリンス・ジョージ

シャーロットタウン日本

地図：カナダ観光局公式ホ ムペ ジ © 2006

オタワ

シャ ロットタウン

ゲルフ

ジェトロ・トロントがアポイントメント

ジ ト バ ク バ ト ト 同行 訪問取材

地図：カナダ観光局公式ホームページ © 2006
トロントロンドン
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ジェトロ・バンクーバー、トロントの同行の元に訪問取材

可能であれば施設見学



カナダの経済状況（概要）ナダ 経済状況（概要）
２０１０冬季オリンピック

カナダの経済は上り調子

〈オイルサンドの採掘現場〉

資料：The Globe and Mail, Jan 26, 2008

カナダの経済は上り調子

オイルサンド（アルバータ州）

木材産業（BC州）木材産業（BC州）

物価の高騰、地価の高騰

失業率の低下
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〈カナダの成長率・失業率の推移〉
〈カナダドルの為替動向〉
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資料：JETRO海外情報から作成
資料：トレーダーズ証券HPより



カナダの木質バイオマスの概要

カナダ国内の需要は少ない
木質バイオマスで化石燃料と競争力が生み出せる場木質バイオマスで化石燃料と競争力が生み出せる場
合において利用が進んでいる

この点ではカナダは日本よりも進んでいるが、EUよりは遅れ
ていると言える

地方と都市部では状況が異なっている
都市部では天然ガ イ ラが整備され主流都市部では天然ガスインフラが整備され主流

地方では都市部での主なエネルギー源である天然ガ
スにアクセスできないので 木質バイオマスを燃料をスにアクセスできないので、木質バイオマスを燃料を
積極的に使用している場合がある

林産業がある地域は木質バイオマス産業林産業がある地域は木質バイオマス産業
フィードストック
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木質バイオマス利用機器販売店
にて

日本のペレットストーブと値段はほと
んど変わらなんど変わらない

薪ストーブよりも利便性の高い製品を
求める人がペ ト ト ブを購入求める人がペレットストーブを購入

ペレットの価格は＄3.99～4.99/18ｋｇ

9

日本は４０円/ｋｇ（７２０円/１８ｋｇ）



シャーロットタウンの家庭用木質
ボイ シ ムボイラーシステム

設備価格：100万円
2軒分の暖房用
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木質ペレ ト産業の現状と展望木質ペレット産業の現状と展望

本 ペ 製造

年次 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
工場数 3 3 5 10 13 18 33

＜日本のペレット製造＞

資料：J木材情報 2007年7月、小島健一郎氏による記事

場数
生産量（トン） 2,300 2,300 2,365 2,483 3,653 8,634 18,500
平均(トン） 767 767 473 248 281 480 561
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ペ 業界 動向ペレット業界の動向

BC州だけで2百万トン/年のオガ屑が発生

ペレットメーカーは海外、特にEUの動向を見ている
カーボンクレジットの導入による化石燃料に対するバイ
オ燃料の競争力が確保できる国々

具体的なビジネ パ （売り先）を見 る具体的なビジネスパートナー（売り先）を見ている

カナダ国内の需要は十分に創出されていない状況
日本も同様である

ペレット原料は木材産業廃材である
原木を粉砕しては作っていない

物流の効率化を図っている
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鉄道、船等を利用することはもちろん、それらの最適な
利用が検討されている



カナダの木質ペレット工場の位置図

資料：Wood Pellet Association of Canada
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現在カナダ国内の26の木質ペレット工場

2007年は年間140万トンの生産の見込み



ペレット製造フロー
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資料：Wood Pellet Association of Canada
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カ ダ 木質ペ 産業カナダの木質ペレット産業
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資料：Wood Pellet Association of Canada



カナダの木質ペレット生産

資料：Wood Pellet Association of Canada

カナダからの輸入量の３分の１（400万トン）は7,875,000トン/
年のＣＯ2削減クレジ トをヨ ロ パにもたらす
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年のＣＯ2削減クレジットをヨーロッパにもたらす

12億ユ－ロ相当



北アメリカの木質ペレット生産量と
成長量（projected growth）
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資料：Wood Pellet Association of Canada



ヨ ロッパの木質ペレット製造状況ヨーロッパの木質ペレット製造状況
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資料：Wood Pellet Association of Canada



ヨーロッパの木質ペレット消費量

資料：Wood Pellet Association of Canada
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ヨーロッパでは木質ペレットの需要がある

2010年の消費量は、12.7百万トン

資料：Wood Pellet Association of Canada



パ 普ヨーロッパでの木質ペレット普及
要因
制度的な要因制度的な要因

資本に対する補助

消費者に対する還元消費者に対する還元

消費税工場

ペナルティーを伴う目標設定

補助金補助金
環境にやさしい発電補助

環境にやさしい電力使用に対する補助

研究補助
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ダ 産業 財政状カナダの木質ペレット産業の財政状況

木質 収 在木質ペレットの収入（現在）

Millgate 歳入 ＄200,000,000
雇用/賃金 ＄45,000,000
製材工場残余価値 ＄40,000,000

外国への輸送 ＄35 000 000 （鉄道・陸路）外国への輸送 ＄35,000,000 （鉄道・陸路）

Shipping terminals ＄15,000,000（船荷・保管）

海路輸送 ＄50 000 000（ヨ ロッパ）海路輸送 ＄50,000,000（ヨーロッパ）

歳入の合計 ＄300,000,000
木質ペレ ト工場木質ペレット工場

10万～15万トン規模のプラント ＄1,000～1,500万

ダ 資 資
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カナダでの資本投資 ＄１億２～５千万

c/w dryer dealing with 55% biomass $100 per ton per year-rule of thumb
資料：Wood Pellet Association of Canada



バイオオイ 現状と展望バイオオイルの現状と展望
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バイオオイ とは何かバイオオイルとは何か

どうしてバイオオイルに注目したか

原料の質を問わず液体に変換できる原料の質を問わず液体に変換できる

液体にすることができれば用途が広がる

燃料以上の活用の可能性を秘めている燃料以上の活用の可能性を秘めている

カナダ発の技術として注目が集まっていた

日本に情報がほとんど無かった
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バイオオイ 製造バイオオイルの製造フロー

gases fuels

Heat recovery

feedstock Pyrolysis Unit "Bio-Oil"liquids food additives

solid residue
pesticides and
pharmaceutlcals

fertilizer

Heat recovery
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バイオオイ 製造 仕組バイオオイルの製造の仕組み
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資料：ダイナモーティブ社の資料より



バイオオイ 途バイオオイルの用途
F l ll

Hydrogen
Fuelcells

NH3・原料の形状：オガ粉状
・熱量：約4 100kcal/L

Fischer
Tropsh

Olfines,Gasoline

Waxes,Diesel

熱量：約4,100kcal/L
・含水率：20～25％（10％MCの原料の場合）

Biomass
F d t k Bio-oil Syngas

(H2 CO)

Ethanol Olfines,Gasoline

MTBE
Feedstock Bio oil (H2+CO)

Methanol Acetic acid

Direct use
・初期投資：

オ ド （約 億 ）
i-C4

Direct use

Formaidehyde

・25ミリオンドル（約25億円、200トン/日）
・運転費用

・電気代：１/３
原料代 １/３
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Mixed
alcohols

Ethanol

DME

・原料代：１/３
・減価償却費：1/３



原料消費 プ原料消費200トン/日のプラント
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資料：ダイナモーティブ社の資料より



原料消費 プ原料消費100トン/日のプラント
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資料：エンシン社の資料より



移動式バイオオイ 製造装置移動式バイオオイル製造装置
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現状と課題
どんな原料もバイオオイル化できる

バイオオイルの質を問わなければ

規模が必要

最低100トン/日のフィードストック（固定式の場合）

ボイラーのバーナーレベルの燃焼は可能ボイラ のバ ナ レ ルの燃焼は可能

タービンへの利用は課題がある

灰の発生が問題となる場合、有効
利用機器は耐酸性の改良（ステンレス化）が必要利用機器は耐酸性の改良（ステンレス化）が必要

精製など、利用に関しては分からない点も多い

燃料以外の利用に関しても有望

食品添加物

薬品

質（均一な成分）を求めると課題が多い質（均一な成分）を求めると課題が多い

原料の質を一定にしなければならない

時間とともに劣化する
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化石燃料、エタノールのようなスタンダード作りは難航が予想



地域熱供給システムに いて地域熱供給システムについて

〈日本のバイオマスによる地域熱供給システム＞

安岡エコタウン（山口県下関市）安岡エコタウン（山口県下関市）

・ペレットボイラーによる暖房、冷房供給システム

・土地建物４０区画
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資料：安成工務店のHPより



プリンスエドワード島の事例プリンス ドワ ド島の事例

プリンス・エドワード・アイランド州（赤毛のアン）
州都シャーロットタウン

公共のごみ焼却処理場に併設

地下パイプラインで熱供給
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36資料：nexterra資料より



「ド ク イド グ「ドックサイド・グリーン」
ＢＣ州の州都ビクトリアの真ん中ＢＣ州の州都ビクトリアの真ん中

コジェネレーションによる地域熱供
給住宅地給住宅地

ネクストエラ社がシステム提供
廃木材を原料としたコジェネシステム廃木材を原料としたコジェネシステム

複数の大手企業が出資

北アメリカ発の持続可能コミュニ北アメリカ発の持続可能コミュニ
ティづくりの取り組み

完成予定：2014
1.3ミリオンｆｔ2（12万平米）

26棟の建物（2,500人）
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資料：nexterra資料より



イメージ図

資料：Vancity HP資料：Tourism Victoria HP

企業名 事業内容

BC hydro 電力会社

Terasen Energy Service エネルギー供給会社（ガス）の子会社

カナダ政府 行政

Vancity 信用金庫（カナダ最大）

CORIX 設備会社

市 政
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Victoria市 行政

Windmill West デベロッパー



木質バイオマス燃料のマーケットに木質バイオマス燃料のマ ケットに
ついて
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木質バイオマスが使われる社会に
なるために必要なこと

バイオマス燃料が競争できる市場（需要）が
必要

「バイオマスがほしーい」となること

何が必要か何が必要か
既存燃料（原油）価格の高騰

税制（政策）税制（政策）

カーボンクレジット（政策）

義務化（政策） 等義務化（政策）：RPS等 発電コスト（トロント大学教授のコメント）
・石炭から：４セント/ｋｗｈ
・風力から：１１セント/ｋｗｈ
太陽光から セ ト/
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・太陽光から：３２セント/ｋｗｈ
・バイオオイルから：１１セント/ｋｗｈが目標
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代替
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ペレット価格

国内最安値
（集成材工場のカンナ屑から製造）

多くの国内のペレット
工場の設定価格

関西電力がカナダから購入
している価格（推定値、林
政ニュース）



カナダの木質バイオマス企業の考え方

外需がターゲット
無理に使うのではなく、使える所で使う

国内ではなく、海外

企業連携で取り組む

考え方がベンチャー的
既存市場に割って入るのではなく、新しい市場を作り
出す出す

投資が付いてくる

日本でのビジネス展開に いては前向き日本でのビジネス展開については前向き
ビジネスパートナーを欲しがっている

日本 の設備販売（技術移転ではない）
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日本への設備販売（技術移転ではない）

日本での共同による事業展開



投資 関する考え方投資に関する考え方

資産を現金で所有していない割合が高い。

投機的に株式を行っている投機的に株式を行っている。

株式投資が当たり前の社会。

そのため、市場にキャッシュが回る。

新興企業への投資が行われる新興企業への投資が行われる。
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市場 関する考え方市場に関する考え方
日本日本

日本企業（中小）の多くは日本市場を中心に
考え ビジネ考えてビジネス

カナダカナダ

カナダ国内の人口は約3,200万人（2005年 カ
ナダ統計庁） で日本の4分の１ナダ統計庁） で日本の4分の１

国外の市場でビジネスをすることが大前提

ビジネ パ トナ を得て展開ビジネスパートナーを得て展開
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同じ技術を持っていても、ビジネス展開の考え方が違う



事業LL事業について
ビジネスのつながりが大前提ビジネスのつながりが大前提

ＬＬ事業では交流以上のことが欲しい

ビジネスパートナーを求める取り組みビジネスパ トナ を求める取り組み
そのためにはピンポイントビジネスに絞りこむ

企業連携をイメージした取り組み企業連携をイメ ジした取り組み

B to Bビジネス
B to Cは市場が小さくなりすぎるB to Cは市場が小さくなりすぎる

バイオマス

燃料供給者

バイオマス

燃料需要者

バイオマス

燃料需要者

45不特定多数の最終消費者
不特定多数の最終消費者



本 木質バイオ 市場 現状日本の木質バイオマス市場の現状

潜在的な需要はある

発電施設を中心に既に一部顕在化発電施設を中心に既に 部顕在化

政策次第で顕在化（現実味を帯びている）

潜在的な ケ トはB t B潜在的なマーケットはB to B
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調査結果を踏まえて

設備・仕組みそのものが珍しいわけではなかった設備 仕組みそのものが珍しいわけではなかった

日本の技術が劣っていると言うことはない（感覚的）

しかし 課題はあるしかし、課題はある
市場が十分に形成されていない⇒待つしかない

フィ ドストックの量の問題⇒？フィードストックの量の問題⇒？

ビジネス展開の方法⇒企業連携等、模索してみる

  カナダ 日本 

存在量 あるところには豊富にある 薄くどこにでもある 

フィードストック ◎ △
バイオマス燃料

フィ ドストック ◎ △
製造環境

技術 ○ ○ 

国内マーケット 小 小 

個人需要 わずか わずか需要 
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供給先 ＥＵ、アメリカ、日本 日本国内 
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